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社会福祉法人栄光会

　このたび社会福祉法人栄光会の理事長に再就任いたしました平岡で

ございます。

　児童福祉施設を取り巻く近況は国の方針として里親制度推進支援や

ファミリーホーム等の充実が優先的に示され施設の小規模化さらに障

害児対応、小規模施設の運営、多機能化、高機能化が益々求められて

いる状況にあり、本年度から若草園も多機能化の一環である児童家庭

支援センターわかくさが再開でき、今後の取り組みに期待するもので

あります。幡多地域の関係機関への周知、虐待防止に努め相談支援が

広がる方向性が見えてきました。

　施設における課題にひとつひとつ取り組み、子ども達が安全に生活

できるよう業務遂行できることは若草園の責務であります。また施設

は新型コロナウィルス感染対策等を継続してまいります。

　若草園発展を実現するためには私一人の力は微力であります。職

員、法人役員が協働し連携を深めていくことが重要だと考えます。福

祉施設の充実、推進に全力で取り組むことを考えておりますので関係

機関の皆様にご理解とご協力をお願い申しあげます。

理事長  平岡和好

 育児相談窓口
児童家庭支援センター

わかくさ

でんわ (0880)

31-0311 　      

24 時間 365 日

相談料無料

（通話料はかかります）

①

重任の御挨拶

下田場所の開催 !?

２年ぶりに大相撲名古屋場所

は開催されましたが、若草園

では下田場所も開催されまし

た。こちらは小相撲です。

現在入所児童数２４／入所定員３６　　　　　　　　　題字：西 久子初代園長（若草園創立 1957[S32].7.1）



②③

玄関での検温・消毒に御協力を

若草園では来園者の皆様にコロナ

感染対策の一環として体温測定と

手指消毒をお願いしております。

ライオンズクラブ様より自動検温

機が寄贈されました。

児童養護施設若草園の

運営にかかわる

役 員 紹 介

　若草園と児童家庭支援センター

「わかくさ」（社会的養護自立支援

事業「あおば」を含む）の運営母

体である社会福祉法人「栄光会」

の役員をご紹介いたします。

　　 理事長　　　常務理事　　 理事　　　　　理事　　　　　理事　　 　  理事　　　　　監事　　　　監事

　　　　　　　　  施設長

 　平岡 和好　  福留 久美　 山﨑 育代　  本田 三津代　　宮本 昌博　　 矢野川 研    山沖 優子　　山本 博昭　

　   評議員　　 　　評議員　　　　 　評議員　　　　　評議員　　　 　評議員　　　 　評議員　　   　評議員

　池本 幸子　　　 植木 俊博　　　山沖 直樹　　　山沖 美枝子　　内藤 達也　 　西本 久美香　　 松田 眞弓 

◇苦情解決第三者委員

相談員　　　　　　相談員　　　　 相談員

 　　 乾　梢　　　　 　　森田 智枝　　 芝　雅人

○ ○ 　役 員 の 顔 ぶ れ  ○○

　栄光会では法制度が改正されて初めての評議員改選となり

ました。今年度より松田眞弓評議員が新たに就任して下さい

ました。また、黒岩将さんは法人定年制度により退任されま

した。理事として４年、評議員４年、栄光会にご尽力いただ

き感謝いたします。

　若草園を支える会の役員は次号にて紹介いたします。

ま ど

若 草 園 の 様 子

5.19 ごろ 四国地方が梅雨入り　曇り空の若草園本園建物とＣホームからの四万十川河口の眺め。

アジサイが咲いた

今年も園庭のアジサイが色とりど

りに咲きました。

児
童
が
書
い
た

作
文
コ
ー
ナ
ー

６
年
生
初
の
参
観
日

★
下
田
小
６
年
・
ト
ゥ
ワ
イ
ス
さ
ん

　

今
日
、
６
年
生
に
な
っ
て
初
の
参
観
日
が

あ
り
ま
し
た
。
今
日
は
、
い
つ
も
の
社
会
と

ち
が
っ
て
ク
イ
ズ
だ
っ
た
の
で
楽
し
か
っ
た

で
す
。

　

都
道
府
県
の
勉
強
で
「
山
」
が
つ
く
都
道

府
県
や
、
「
動
物
」
が
つ
く
都
道
府
県
を

や
っ
て
勉
強
に
な
っ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

大
人
の
人
た
ち
や
、
去
年
の
６
年
生
も
一
緒

に
考
え
て
い
て
、
な
や
ん
で
い
ま
し
た
。

　

Ｒ
先
生
が
動
物
の
都
道
府
県
で
「
馬
」
と

い
う
字
を
使
っ
て
、

「
う
ま
い
ね
」

と
い
っ
て
、
み
ん
な
を
笑
わ
そ
う
と
し
た
け

ど
、
み
ん
な
が
笑
い
を
が
ま
ん
し
て
い
た

し
、
Ｙ
子
ち
ゃ
ん
は
、

「
ふ
っ
」

と
鼻
で
笑
っ
て
い
て
、
Ｒ
先
生
は
が
っ
か
り

し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
１
年
間
参
観
日
が
あ
る
と
思
う

か
ら
、
先
生
と
一
緒
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た

い
で
す
。
先
生
が
ど
ん
な
ダ
ジ
ャ
レ
を
い
う

か
楽
し
み
で
す
。

道
徳
を
し
た

★
下
田
小
６
年
・
ツ
ム
ツ
ム
く
ん

　

水
曜
日
に
、
道
徳
の
勉
強
を
し
ま
し
た
。

た
だ
、
道
徳
を
す
る
わ
け
じ
ゃ
あ
り
ま
せ

ん
。
道
徳
の
時
間
に
１
年
生
や
２
年
生
…
の

担
任
の
先
生
た
ち
が
、
道
徳
の
勉
強
を
ど
う

や
っ
て
い
る
か
を
見
に
来
る
の
で
す
。
み
ん

な
の
先
生
が
来
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
き
ん
ち
ょ
う
し
て
い
た
け
ど
、

授
業
が
始
ま
る
と
、
き
ん
ち
ょ
う
が
無
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
手
を
挙
げ
て
、
あ
て
て

も
ら
う
と
、
は
ず
か
し
か
っ
た
け
ど
は
ず

か
し
さ
を
忘
れ
て
、
言
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
み
ん
な
も
、
一
生
け
ん
命
手
を
挙
げ
て

い
た
の
で
、
「
す
ご
い
な
あ
。
」
と
、
思
い

ま
し
た
。

　

今
日
は
、
６
年
生
と
し
て
、
ち
ゃ
ん
と
で

き
て
い
た
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
６
年
生
と
し

て
一
生
け
ん
命
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

もう泳いじゃった！

各ホームにマイカーが来た

本園では各ホームが車を共用して

いましたが、今年度からは各ホー

ムで専用の車を持ちました。それ

ぞれが車選びからはじまり４月ま

でに納車されました。

さよならキャラバン

行事で大活躍だったキャラバン（共

同募金受配車）を売却しました。

2002(H14) 年 7 月から 18 年 8 ヶ月

も働いてきましたが、これからは

海外で第２の活躍をするでしょう。



編
集
後
記　
　?

　

石
井
記
念
友
愛
社
の
方
舟
館
に
は
石
井
十
次
の
史
料
が
保
存
・
展
示
さ
れ
て
い

る
。
ひ
と
き
わ
大
き
な
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
新
約
聖
書
の
言
葉
「
心
の
貧
し
い
者
は
幸

い
で
す
」
と
書
か
れ
た
掛
け
軸
が
目
に
留
ま
っ
た
。
そ
の
近
く
に
は
十
次
の
死
を
台

湾
で
知
っ
た
音
次
郎
か
ら
の
弔
文
も
あ
っ
た
。
▼
１
９
１
１
年
、
音
次
郎
と
十
次
は

第
１
回
育
児
協
議
会
で
論
争
し
た
。
音
次
郎
は
「
一
日
も
早
く
地
上
か
ら
孤
児
院
が

な
く
な
り
、
各
家
庭
が
孤
児
の
た
め
に
家
庭
を
解
放
す
る
よ
う
な
社
会
が
到
来
す
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
」
と
熱
弁
し
た
。
現
在
日
本
が
推
進
す
る
フ
ォ
ス
タ
リ
ン
グ
制

度
に
向
け
て
先
見
の
明
が
あ
っ
た
か
の
よ
う
だ
。
▼
日
本
の
児
童
福
祉
史
で
は
２
人

は
彦
星
の
よ
う
に
輝
い
て
い
る
。
文
字
通
り
自
分
の
身
体
に
鞭
打
っ
て
子
供
を
救
済

し
、
道
を
拓
い
た
の
だ
。
▼
あ
る
ホ
ー
ム
の
短
冊
に
「
家
に
早
く
帰
え
れ
ま
す
よ
う

に
」
と
刻
ま
れ
て
い
た
。
音
次
郎
や
十
次
に
も
こ
の
願
い
は
届
く
だ
ろ
う
。
（
せ
と
） ④

～ 令和２年度 ～

苦 情 解 決 報 告
（令和２年３月３０日　

～

　　３年４月 ７日）

　

若
草
園
を
支
え
る
会

　

定
期
総
会
の
ご
案
内　

８
／
28
○土
　　　　

 

11
時

　

若

草

園
の
後

援

会
「

若

草

園

を
支
え
る
会

」

２
０
２
１
年
度
の
定
期
総
会
が
８
月
28
日
（
土
曜
日
）

11
時
か
ら
、
若
草
園
の
地
域
交
流
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

若
草
園
は
社
会
福
祉
法
人
で
す
の
で
寄
付

金
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
浄
財
は

法
人
運
営
全
般
に
用
い
ら
れ
ま
す
。
若
草
園

を
支
え
る
会
の
会
費
は
子
ど
も
の
お
年
玉
や

困
っ
た
時
の
資
金
と
し
て
、
直
接
子
ど
も
支

援
に
だ
け
用
い
ら
れ
ま
す
。
こ
の
１
年
で
賛

助
会
員
も
で
き
て
、
新
し
い
歩
み
が
は
じ
ま

り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
、
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　苦情解決第三者委員会を下記の通り開催しました。

日　時：４月７日（水曜日）午後７時～８時

場　所：若草園 管理棟１階 プレイルーム

出席者：委員３名、園長、主任２人

総　括：

　子どもの何気ない一言に重要な情報が含

まれている場合がある。小さな事から注意深く関わっていく

事が大切。子どもが聞ける注意の仕方と聞けない注意の仕

方がある。気持ちが相手に響くように叱ることが大切。職

員間でも意見を出し合える関係性を作れば子どもも変化す

るだろう。

　若草園では養育を向上させるために、入所児童や地域の

方々の声に耳を傾ける取り組みをしております。お気づきの

点がございましたら遠慮なくご連絡ください。方法

は来園、電話、郵便、ファックス、メールなど、い

ずれの方法でもかまいません。

苦情解決責任者：福留久美（若草園施設長）

　　苦情解決員：森田佳代、所谷 英

 相談員の皆さんは

③ページにて

紹介しています。

　このページでは半年ごとに若草園を支援して

くださった芳名簿を掲載しております。若草園

が 50 年前に経営の危機にあった時、中村出身

の佐竹音次郎が設立した鎌倉保育園に 29 年半

にわたって支援していただきました。

　「保育の父」と呼ばれている佐竹音次郎は 125

年前に日本で初めて「小児保育院」と名付けた

児童養護施設を運営しました。しかし軌道に乗

るまでは経済的な苦労が絶えませんでした。そ

の解決のために 1903 年 (M36)、ときの第１0 代

大蔵大臣 曽祢荒助の提案により、首相 松方正

義、侍従長 東久世通禧らを紹介され、著名人

に書画を描いていただて頒布するという方法で事業

資金をうみだしました。その中には今年の大河ドラ

マの主人公渋沢栄一の名前もありました（右上）。

　音次郎会のホームページでは、この歴史上の人物

らが児童福祉を支援した 125 年前の奉加帳を閲覧す

ることができます。高知県出身の有名人も多く、名

を連ねています。8 月 16 日には定例会が開催され

ます。音次郎会では参加者を募集しています。

宮崎県木城町
十次記念館より


